
１．渡嘉敷村の概要

渡嘉敷村は那覇市の西方３２ｋｍの洋上に位置する南北９ｋｍ、東西２ｋｍ、周

囲１９．６ｋｍ、面積１５．８ｋ㎡の慶良間諸島最大の渡嘉敷島を中心に、もう一つ

の有人島である前島、チービシや黒島・儀志布島などといった大小十余の無人

島を含めた総面積１９．２ｋ㎡の島々によって形成されています。

村営定期船「フェリーとかしき（所要時間７０分）」、「マリンライナーとかしき（所

要時間３５分）」の２隻体制で毎日運航し、那覇（泊港）から短時間の船旅で訪れ

ることのできる美しい砂浜と透明度が高く七色の変化をみせる海と田園風景が

広がる素朴で人情あふれる風光明媚な島であります。

平成２６年３月５日（サンゴの日）には、隣の

座間味村とともに、海と陸が一体となった

雄大な景観を有する地域であることから

国内で３１番目の国立公園に指定されま

した。

これからも、豊かな自然環境と地域独自

の伝統や文化を育み、受け継ぎ、安らぎと

生きがいに満ちた明るい豊かな村作りを目

指していきます。
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２．渡嘉敷村の人口と暮らし

本村の人口は令和３年７月末現在７１２人で、世帯数は４１４世帯となってい

ます。平成３年には６５２人まで減少し、平成１８年には７４２人まで増加しました

が、近年は微減傾向にあります。１５～１９歳の階層は進学等のために一時的に

流出するものの、２０代～３０代にかけて人口が増えており、本村へのＵターンやＩ

ターン者が増えてきております。

令和２年度の産業別就業比は、第１次産業が３．７％、第２次産業が４．４％、

第３次産業が９１．９％となっており、特に第３次産業のなかでも宿泊業やダイビ

ングやマリンスポーツ等のサービス業の割合が３８．７％と本村ならではの特性

を活かした観光産業の振興が進んでいることを裏付けています。

（令和２年 国勢調査より）

【令和４年９月末日現在】

総人口‥７０２人 世帯数‥４１５戸

渡嘉敷小中学校‥中学生３４人、小学生３９人 阿波連小学校‥１４人

渡嘉敷幼稚園‥２４人 とかしき保育所‥１２人

とかしきマラソン

（２０１９年 第１５回大会の様子）

毎年 ２月の第１土曜日開催

とかしきまつり

（２０１７年のまつりの様子）

毎年 ７月に開催



３．社会教育活動の場

①渡嘉敷村中央公民館

中央公民館は昭和５３年４月に完成し、総面積８６４．８５㎡の一部３階建てで

３００名収容可能の大ホールや研修室、調理実習室、和室など村民の交流の

場として利用されております。

式典や祝賀会をはじめ、生年祝いや成人式、芸能公演会、映画上映会、移動

図書館などの行事の開催場所としてだけではなく、お年寄りのミニデイサービス

や小学生対象の学習塾の開講など、子どもからお年寄りまで村民みんなが集う

場として広く活用されています。
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【利用及び活動団体】

・渡嘉敷村地域包括支援センター

毎週月曜日の１３：００～１５：００の時間に大ホールを利用して体操教室

を行っている。

・渡嘉敷村社会福祉協議会

ミニデイレクリエーション 毎月１回概ね６５歳以上の方を対象とし輪投げ
やビーンボーリング等の遊びの中で身体を動かし健康維持・増進のための

活動を行っている。レク後のお茶会では２ヶ月に１回参加者の誕生会も

行っている。

・渡嘉敷空手サークル「最強」
（対面指導‥週１回、遠隔個別指導‥週３回）

人数：７名程度（小学生～中学生）
内容：島出身の青年による空手指導。空手を通し心と身体の
育成を図る目的で始められた。村の一大イベントである「とか
しきまつり」にも出演し、堂々とした演舞を披露している。
現在では、インターネットを利用しパソコン画面での遠隔個別
指導も取り入れている。
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・習字教室（月1回）
人数：30名程度（幼稚園児～大人）
内容：茅原書藝会所属師範 末吉理沙による硬筆・毛筆の指導。

幼稚園児から毛筆にふれることができ、また、大人の硬筆
指導も行っている。

・渡嘉敷村オンライン学習塾
対象：小学校５年～中学校３年
内容：インターネットを利用した学習塾の実施。

学習アプリを活用しての学習塾を実施。
中学生とその保護者を対象に志望校決定セミナー
毎週水曜日には、塾の講師が来島し、苦手な科目を直接指導する。
中学３年生は「高校受験合宿」も行っている。
※小学生 ・‥ 17：30～19：00

国語・算数
中学生 ・‥19：30～21：00

英語・数学（基礎・発展）
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②国立沖縄青少年交流の家

昭和４７年５月１５日に沖縄の本土復帰を記念して、前身で全国に１３箇所あ

る国立青年の家の第１０番目の研修施設「国立青年の家」として渡嘉敷島に設

置されました。

本村の地域性や立地条件を活かし様々な自然体験活動、ふれあいの場とし

て、全国をはじめ近年では海外の青少年からも幅広く活用され親しまれてい

ます。

【共催事業】

・とかしき通学合宿（年１回実施 ６月）

子ども達が親元を離れ、交流の家に２泊３日宿泊をしながら学校へと通う。

テレビもない、スマホ・ゲームも無い環境の中で、異年齢集団の中で自己を

律しながら、規則正しい生活やコミュニケーションを深める活動を通して、協調

性や社会性を身につけさせていくことを目的とする。
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４．社会教育事業

①空とぶ図書館（年２回）

内容：沖縄県立図書館との共催事業。平成２３年度より取り組みを開始し、

現在では８月と２月の年２回開催している。県立図書館より６００冊

以上の多くのジャンルの本がやってきて子どもから大人、お年寄り

までが好きな本を１５冊まで借りることができる。

公立図書館の無い渡嘉敷村においては

とても有効的な事業である。

②おやこ映写会（年１回）

内容：南部広域行政組合との共催事業。

南部広域行政組合視聴覚ライブラリーより２００インチの大型スクリ

ーンを借りて、最新映画の上映会を開催している。

今年度は、「アンダー・ザ・シー」を上映し、多くの村民が来場した。
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主な年間行事

４月 海開き

６月 平和学習会

通学合宿

７月 とかしきまつり

８月 空とぶ図書館

９月 敬老会

おやこ映写会

１０月 各校運動会、カジマヤー祝い

１１月 読書まつり

１２月 ＣＧＧ運動・トリムマラソン大会

空飛ぶ図書館

１月 合同生年祝、成人式

村駅伝大会

２月 文化祭

３月 卒業式、白玉の塔慰霊祭



③とかしき村文化祭

目的：近年、公民館活動が停滞する中、本村に伝わる文化や芸能を継承発展

させるため、芸能発表の部や作品展示を行い、公民館活動を推進し心豊

かな村作りを目指す。

令和４年度は「美ら島おきなわ文化祭２０２２」の独自事業として開催

内容：芸能発表の部‥村内で活動している芸能団体・サークル等の成果発表

の場として公演を行う。

・渡嘉敷村青年会（エイサー）

・慶良間太鼓同志会（和太鼓）

・渡嘉敷島ハワイアンフラ（フラ）

・空手サークル「最強」（空手）

・Tokashiki dance Club（ストリートダンス）

作品展示の部‥写真（村内の素晴らしい景色や行事）

・アクセサリー（貝殻やシーガラスなどを利用）

・書道（サークル活動発表）

・自主製作映像（島の風景）
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④公民館講座
村民の学びの場として、毎年島外から講師を招いて「公民館講座」
を開催しています。

１．令和元年度「スポーツリズムINとかしき」
講師：阿宮 秀子（スポーツリズムトレーニング協会認定インストラクター）
目的：家族や仲間と一緒に、リズムに合わせて様々なジャンプをすることで

運動と音楽の楽しさを共有しながら、体力向上を図る。
参加：全７１名

２．令和２年度「心もスッキリお片付け講座」

講師：与那嶺えりか（整理収納アドバイザー）

目的 ：整理収納アドバイザーから収納のコツを学び、部屋（身の回り）をキレイにす

ることで、心も穏やかになり日常の生活も愉しく過ごせることを目的とする。

＊新型コロナウイルス感染症予防の為、オンライン会議システムを用いて開催。



３．令和４年度「渡嘉敷でアニメの勉強会」
講師：しらと たけし （アニメ監督）
目的 ：日本の魅力的文化（クールジャパン）として海外にも多く知られる「アニメ」

について、その魅力、制作方法を学び考える。

４．令和４年度「渡嘉敷村陸上教室」
講師：アスリート工房所属講師
目的 ：陸上競技における「走る・跳ぶ」を専門講師から身体の使い方などを学び

今後の技術力向上、体力向上に繋げる。
対象 ：小学生から中学生



５．渡嘉敷村の特徴ある活動内容

①朝のラジオ体操

渡嘉敷村では平日（出校日）の朝に毎日ラジオ体操を行っています。

渡嘉敷・渡嘉志久・阿波連の３地域にそれぞれ分かれて、子ども達はもちろん

のこと、学校の先生や保護者、また、地域の方々まで多くの方々が参加して

います。

②伝統芸能の継承

【渡嘉敷村青年会】

会員数の減少により一時は途絶えていた青年会活動だが、平成７年に再

結成されたあとは、生年祝いや成人式、地域行事への積極的な参加をはじ

め、独居老人宅清掃ボランティアなどの活動を行い地域活性に努めている。

平成１０年より取り組みを始めたエイサーは、現在では「とかしきまつり」や

祝賀会への出演、また、地域の小中学生にもエイサー指導を行っており、毎

年行われる運動会で披露している。
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【慶良間太鼓同志会】

島の新しい伝統文化の創造と継承を目的に１９８５年に結成。以後、村の観光

ＰＲや文化交流事業を村内外、県内外で精力的に活動している。２０１６年９月

に豊見城市立中央公民館で開催された結成３０周年自主公演は５００人以上の

集客を集め大成功を収めた。

また、青少年育成活動として島の幼稚園児の「にじいろ太鼓」をはじめ、小学

生では「美ら島とかしき太鼓（渡嘉敷小学校）」「あはりっ子太鼓（阿波連小学

校）」、中学生による「風神太鼓」など幼稚園児から中学生まで全ての子ども達

へ島の伝統文化の継承を行っている。

それらの実績が認められ、２００８年には「沖縄県社会教育功労賞」を受賞し

ている。

来年（令和５年）８月には、延期となっていた結成３５周年記念公演を、浦添市

てだこホールで予定している。
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③伝統行事の継承

『大綱引き』

毎年旧暦の６月２５日（カシチーの日）に行われており、その歴史は古く

はじまりは不明だが、一説には４００年前から続くと言われている。

渡嘉敷部落にある村役場前を中心とし東西に分かれ、旗頭にはそれぞれ、

東「払悪風招清気」・西「奉神恵楽豊年」と書かれている。現在では港のある

東が勝てば「大漁」、水田のある西が勝てば「豊作」になると言われている。

綱引き当日は、朝から綱打ち作業等を行い夕方までに綱を編み終わる。

出来上がった大綱は東西ともに４０ｍ、太さ直径約４０ｃｍとなる。

新型コロナ感染拡大により、２年間中止となっていたが、渡嘉敷区長と教育

委員会が連携し「技術の継承」として、村民に呼びかけ綱編みのみを行い神

社に奉納した。
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『渡嘉敷村成人式 式典・祝賀会』

毎年、成人の日の前の土曜日に渡嘉敷村中央公民館で行われている。

渡嘉敷中学校卒業生だけではなく、一時期でも渡嘉敷で生活したことのある

子ども達全員を対象とし、村をあげて成人者を祝福・激励している。

当時の担任の先生なども来島し、成人者のみならず地域の人との再会を懐

かしむ場面も見受けられる。

祝賀会では、青年会のエイサーなど芸能団体による余興をはじめ、成人者

父母、村役場職員、学校職員など成人者と関わりを持つ全ての人達が参加し

ている。

１５の春に島を離れた子ども達が５年後の成人式で大きく成長した姿を見せ

てくれることを島全体で喜び、応援していく、村民の温かさがつまった行事と

なっている。

近年は、新型コロナウイルスの影響により、参加者を限定しての式典のみの

実施とし、祝賀会は中止としている。
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５．成果

６．今後の課題と取り組み

・中央公民館を活動の場の中心として、子どもからお年寄りまでが集まること

によって、世代を越えたひととひととのつながりができている。

・慶良間太鼓同志会や渡嘉敷村青年会の積極的な活動により、子ども達への

伝統芸能の継承が根強いものとなっている。

・国立沖縄青少年交流の家という全国でも有数の研修施設があることにより、

離島に居ながら、国内外との異文化交流、様々な芸術文化とのふれあい、

自然体験活動が行える。

・中央公民館での講座や教室を開設し、村民の生涯学習の場を更に広げて

いく

・伝統芸能、地域行事の継承の中で、世代を越えたひととひとがつながりを

持った地域コミュニティー作りを目指す。
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